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「これ も 狐の 話です よ。 しかし、 これ はわた くしが 自 

身に 手がけた 事件です」 と、 半 七 老人 は 笑った。 

嘉永ニ 年の 秋で ある。 江戸の 谷 中の 時 光寺と いう 古 

い 寺で 不思議の 噂が 伝えられた。 それ は その 寺の 住職 

の英 善と いうの が、 いつの 間に か 狐に なって いたと い 

うので ある。 実に 途方もない 奇怪な 出来事で は あるが、 

寺の 方から その 届け出が あった 以上、 寺社 奉行 も 単に 

ばかばかし いといつ て 捨てて置 くわけに も 行かな か つ 



どろ かした ので ある。 事件の 起る 前夜、 住職の 英善 は、 

根 岸の 伊賀屋と いう 道具屋の 仏事に まねかれて、 小坊 

主の 英俊 を 連れて 出た が、 四ッ (午後 十 時) 少し 前に 

英俊 だけが 帰って来た。 師匠 は 途中で これから ほかへ 

廻る から、 おまえ は 先へ 帰れと いったので、 小坊主 は 

そのまま 別れて 来たので あった。 

夜な かにな つても 住職 は 戻らない ので、 寺で も 心配 

した。 伴 助 は 提灯 を 持って 幾た びか 途中まで 迎 いに 出 

て 行った が、 英 善の 姿 はみ えなかった。 こうして 不安 

の 一 夜 を 送った 後、 この 寺から 二 町 ほど 距れた 無 総 寺 

という 寺の まえの 大きい 溝の なかに、 英善 によく 似た 



時 光寺の 住職 は ゆくえ 不明に なって、 いつの 間に か 狐 

がその 姿に なりかわ つていた という ほかに は、 なんと 

も 判断の くだしよう もない ので、 その 詮議 は ひと 先ず 

これで 打ち切る ことにな つた。 

二 

くち 

九月の 末に は 陰った 日が つづいた。 神 田の 半 七 は 近 

とむらい やな か 

所の 葬式 を 見送って、 谷 中の 或る 寺まで 行った。 ゆう 

七ッ (午後 四時) 過ぎに 寺 を 出て、 ほかの 会葬者より 

も 一 と 足さき にぶら ぶら 帰って くると、 秋の 空 はいよ 



ない のと、 彼等 も ゆく 手 を 急ぐ のとで、 四 挺の 駕籠 を 

雇って 神 田 を 出た の は 其の 日の 八ッ (午後 二 時) を 過 

ぎた 頃であった。 

先 をい そぐ 四 人 は 御用の 旅と いう 触れ込みで、 む や 

みに 駕籠 を 急がせた。 新 宿で 駕籠 を かえて 其の 晩のう 

ちに 府中の 宿まで 乗りつ けた。 あくる 朝七ッ (午前 

四時) ごろに 宿屋 を 立って、 日 野、 八 王子、 駒 木 野、 

小 仏、 小 原、 与 瀬、 吉野、 関 野、 上の 原、 鶴 川、 野 田 

尻、 犬 目、 下 鳥 沢、 鳥 沢の 宿々 あわせて 十六 里 あまり 

を 駕籠で 急がせた。 自分た ち は ともかくも、 旅 馴れな 

い 上に 年の ゆかない 英俊が もし 途中で 弱る ような こと 
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